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放射線検出器において、蛍光体を利用したデバイスとしてはシンチレータとドシメータが知ら

れている。前者は瞬時に keV-GeV オーダーの放射線を紫外可視光に変換でき、セキュリティ・医

療などの分野で利用されている。後者は光や熱などの外部刺激によりあらかじめキャリア捕獲の

形で蓄積していた放射線エネルギーを解放して発光するため、個人被ばく線量測定などに用いら

れる [1]。12CaO・7Al2O3(C12A7)はポルトランドセメントの構成成分の一つであるにもかかわら

ず、還元処理を行うことで電子を包接させると導電性を示す一方、単結晶は透明であるため透明

導電体として研究が進められている [2]。しかし、シンチレーションおよびドシメータ特性につい

ての報告は極めて少ない。そこで、今回我々は異なる濃度(0%, 0.1%, 0.5%, 1.0%, 2.0%)で Smを添

加した C12A7 単結晶を Floating Zone 法により合成し、そのシンチレーションおよびドシメータ特

性について評価を行った。 

 図 1には Smを添加したC12A7のX線誘起シンチレーションスペクトルを示す。575, 600-620 お

よび 650-670 nm付近に複数のピークが観測され、これらは Sm
3+の 4f-4f 遷移由来であると考えら

れる。図 2 にはシンチレーション蛍光寿命曲線を示す。いずれのサンプルにおいても時定数は 1.3 

ms 程度であり、Sm
3+の 4f-4f 遷移における典型的な値を示した。本講演ではこれらのシンチレー

ション特性に加えてドシメータ特性および光学特性についても発表する。 

 

 

図 1. X-ray induced scintillation spectra of the 

Sm:C12A7 crystals. 

図 2. Scintillation decay time profiles of the 

Sm:C12A7 crystals and the Instrumental response. 
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